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患者団体が1型糖尿病研究を助成根治療法開発めざす

200g年1月27日9時62分

1型糖尿病に乱む患者や家族らでつくるNPO法人r日本lDDMネットワーク｣ (井上青は理手長)は楓紬法の既発を推進する

ため･研究者らl三助成する仕組みをつくった｡ 26日会見し･初の助成先となる2グループを発表するとともに､基金への協力を師

えた｡

岡ネットワークは0時(=創放した基金に集まった約200万円を･辻伝子治療の研究(大腰大)と､移植時の免疫による拒絶反応

を緩和する研究(徳島大)に助成する0 3 1日に岡山市で贈呈式を行う｡

1型糖尿病は･血液中の血舶調節するインスリンをつくる牒臓(すいぞう)の細別咽れる病気生活習慣などが朋で発症､

進行するr2割と異なり･突刺勺に小児期(=発症することが多い掴内患者数は推定5万-6万^B患者はインスlJンの自己注射

などが生涯続く｡

1型糖尿病と呪う阪神タイガ-スの岩田稔投手も最近･基金を知ったといい･寄付の意向を伝えているという｡井上理事長はr今

後､さらに広く寄付を募り､研究支援を充実させたい止指した｡



岩田糖尿病根治に1勝につき10万円寄付/野球/デイリースポーツonline

E　　岩田*尿点金治に1 J8F=1き1 0万円寄付

広神･☆巴払投手(26)が28E]､ 1型*尿ホ名論に向けた研究*として.シ
ーズンICI J8につき1 0万円をr特先非甘利活th法人E]本IDDMネ.A)トワー

クJを述じて研女堆Plに書付する考えを明らかにした.自Jrと同じホ気で苦し

む点者ちの帝王となるべく､書き左浜はrlSJ!&WESC巳本代女人L)｣を目指

していく.

○　○

田Zlに拍く事に､明祉な日8Lを投ZEした. 1型廿尿blを抱えながら野球を抜

ける岩EEは､同じ東泉で苦しむ人たちの寺号になLJたい.現治に向けた扶助

1勝捧げる!虎･岩EElが糖尿病研究にひと肌
抄09･1 1MS:仙　　　　　　如七噌~ SANSPO.COM

仲間を軌lたい-｡阪神･岩田稔投

辛(26)が2B日.沖鏡台同自主トレIC

連日のブJレくン入り｡チームJL多の7

1球を投げた左腕の心の支えが自らも

闘う1型軸尿病の研究所への基金｡ rl

勝ごとに1 0万円を寄付したい｣｡今季

のE軌ま1 60万円｡ ''位洞"が始まる｡

肌を焦がすような南EEEの太PI.気温

も23度を超えるなか.プJレくンを吹き

抜けるBLが心地よかった｡長袖シャ

ツ､短パン賓の岩田が快汗の熱投だ｡

rそこまで乱れているというわけじゃないですれちJ:?と横に滑る感じ｡ (フォ

ークが)掛ナてXん中に入らないように去馳しています机今日はぺ-スの手

前過ぎたんで｡これからlくッタIl=投げて感光をつかんでいきたい｣

左打乱右打者をイメージしながら岡崎相手に投手沖Jt多の71軌ワール

ド･ベースボール･クラシック(WBC)の日本代表入りを目指し.本番.=備えて

公式球を軌､始めて1 08あまり｡習得中のフォークのコン叩-ルミスを関

を挙げた｡

日の丸とチームでは｡ -テ死守｡ q二兎"を追う男の尭書材料となっているの

か基金だ｡

｢l W=つき1 0万円を寄付できるようにしたいと息っています.しっかり結果

を戎してそういう且にしようとJ

昨年来の日*lDD Mネットワーク( 1型♯尿病JL着金)のクリスマスパーティ
ーでrl型軸尿点研究益金｣の存在を勧めて知った｡向基金は1型♯原点の根

治につながる先進的な研究の助成実施が日払協力する土向を示し. 28日

に初めて助成が決蒙った=とで､ブランをEElめた｡

このFl舟-1 0万円Jr*大きな意味を持つ｡今臥同基金は3年かけてようや

くJLめた金舶1およそ280万礼者田が日朝とする1 6舟に到達すればわず

か1年IC相当軌=なる｡文金的な扶助だけでなく希耳をfr負うことで.厨みl=

なる｡自身も｢そうなるようにしないといけない｣と士気込む｡

r (息者は) Btだけじゃないんで･ ･ ･日本中にそういう人たちがいてるんでねJ

若き左腕が侍ジヤ′ (ンと社会の救世主へ｡岩朗唱らの力で明かりを周ち

す｡ (小松X也)



腰転晦触転≡…己三三二コ
dl勝10万円"糖尿病研究､岩田寄付へ

糖尿病と附し､ながら､プロのマウンドに立っている阪

神の岩田-写X=が28日, rl型捷尿病研究基金｣
へ､シーズンで1勝を挙げるごとに1 0万円を寄付する

考えを明らかにした｡

同基金は､病気の研究に充ててもらおうと.患者の

家族ら-C･作る特定非営利活動(NPO)法人r El本IDD

Mネットワーク｣ (井上龍夫理事長)が2006年に投

立｡大阪桐飯高2年の時に1型放尿病を発症した岩田は､これまでも闘病中の

子どもを甲子園球場に招待したり､耽涙金を閑いたりしてきたが､昨年1 2月､基

金の存在を知り､寄付することを決めた｡

岩田は昨季､自己最多の1 0勝をマーク｡ ｢日本中にいる患者のみなさんのた

めに､何かの役に立てれば｡ (寄付するためには)一軍で活躍しないといけない

の{･､しっかり結果を残したい｣と抱負を梧らた｡

(2009年1月29日　銃先新聞)

阪神･岩田の思いに理事長感激

S′LNSPO.Com
阪神･岩EEl稔投手(26)が28日.沖縄合同自主>L'-e連日のブJレヾン入り｡

チーム丑多の7 1球を投lfた左腕の･Bの支えが自らも杓う1型撫尻癖の研究

所への基金｡ rl勝ごとに1 0万円を春付したい｣｡今季のEl功は1 60万円｡
''蝕如"が始まる｡

岩田の凱＼を伝え聞いた1型鈷尿病の息者.家族の会の連携軸稔rE5本ID

DMネットワーク｣井上龍夫理事長(56)は感激｡ r彼が投げてくれるだけでも

点者の励みになるが.それに加えて寄付となれば. ･ ･有り赦しヽ拝です｡これま

で寄付金を井めることも難しい部分があったんで.一般の方々にも昏知してい

ただけるのではないか｣と持した｡

岩田が1勝につき1 0万円r糖尿病基金｣に寄付-阪神

阪神･岩田稔投手(25)が28日､自身も闘いを続ける1型糖尿病の原因究明､

根治を目的としたrl型糖尿病研究基金｣への協力を豊吉した｡シ-ズンで1勝す

るごとに1 0万円を同基金に寄付し.研究に役立てたい考えだ｡

基金の存在を知ったのは､昨年1-2月のこと｡名古屋市内IC行われた日本IDD

Mネットワーク(l型糖尿病患者の支援組織)主催のクリスマス′1-ティ-に出席

した際､同報織の井上理事長から伝えられた｡岩田は｢何かできることはないか｣

とすぐ.=考えをめぐらせ､自身の成枕に連動した寄付を思いついた｡

自身が勝利を耕み土ねるほど､より大きな支援ができる｡ ｢1勝でも多く勝たない

といけない｡結果を為して応えないと｣と､ l勝へのこだわりがさらに増した｡この

日は自主トレ先の沖縄でブルペン入りし､ WBCで使用するメジャー球を使って習　ブルペンで力こもった投球を見せ

得を目指すフォークを拭捜した｡ r早く(打者に対して)投げたい｣基金への協力　　た岩田(右は尾田･中は石Ill)

が･新たなモチベーションになっている｡　　　　　(200時1月29日10時32分スポIT･ツ報知) !



なくそう･減らそう糖尿病: rl軌根治目指し研究者2人に

助成基金活用し患者団体

1型糖尿病の患者団体rEl本IDDMネットワーク｣ (井上龍夫理事

長)は病気の根治につながる研究に取り組む研究者2人に､各1 00

万円を助成することを決めた｡患者や家族からの募金で運用されて

いる基金を活用した｡助成は今回が初めてで､ネットワークは今後も

支援を呼びかけている｡

助成されるのは､膝臓(すいぞう)の別の細胞をインスリン分泌細

胞にr変身｣させるのに必要な技術開発に取り組む松崎高志･大阪

大特任助数▽他人からのインスリン分泌細胞の移砲で､拒絶反応

を防ぐ研究をしている杉本光司･徳島大研究員B 31日､岡山市で開

かれる全国シンポジウムで贈呈する｡

1型糖尿病は血糖値を下げるホルモン｢インスリン｣を分泌する肱

臓の細胞が破壊される病気｡生温･インスリンを注射で補う必要が,

あり､根治治療への期待が強い｡

この活動には､ 1型糖尿病のプロ野球選手､岩田稔投手(阪神タイ

ガース)も協力を申し出ているという｡井上理事長はr年間1億円程

度の助成を目標にしたい｣と話す｡ 【下桐実雅子】

毎日新聞2009年1月3OEl東京朝刊

rl型姑尿病｣研究患者団体が助成へ
_..lll.･...__.______._llll.･..______llllllll.･.一･･一一一一で.･-

rl型糖尿病｣ (tDDM)の息者団体｢日本IDDMネットワークJ (井上青1夫理事

長)は26日､放尿病の租治療法を開発するため､会見らから集まった寄付金で

研究女の助成を行うと発表した｡

患者団体による研究費助成は､国内では珍しい｡

rj}LIEii1

1型糖尿病は､血糖伍を下げるのに必要なインスリンが藤臓から分泌されなく

なる病気で原因不明｡全糖尿病患者の約1 %を占める｡

寄付金は約200万円が♯まり､大阪大と徳島大などの二つの研究グループ

に､ 1 00万円ずつ助成する.ネットワークは今後も寄付金を募り､研究助成を続

ける｡

(2009年1月30日　耽売新聞)



サンスボ　SANSPO. COM

阪神･岩田が糖尿病基金に7 0万円寄付

2009.ll.22 05:01

1型相原病研究基金の井上理事長(右)に寄付金を手渡す岩田【フォト】

大黒柱の自覚-｡阪神.岩田稔投手(26)が2 1日､甲子園で1型糖尿病研究基金へ

70万円を寄付した.今季から始めた『1勝ごとに1 0万円』という寄付金｡故障で出

遅れ7勝に終わった今季より､ ｢億く､らいはしたい｣と意気込み､ ｢しっかりとローテ

ーションを守りたい｣と誓いを立てた｡

今季の〝成果〟を手渡すと､岩田の表情はより引き締まった｡ ｢今年の店<oらいは勝ち

たいですね｣｡秋季キャンプ打ち上げで掲げた1 5勝という目標へ-｡すなわちそれは､

『7勝= 70万円』の寄付金からの倍増以上となる『 1 50万円』を意味する｡

｢やるからにはしっかり柱になれるように､柱にならないとと思っているんで｣

今季は故障で出遅れた｡まずは先発ローテーションを1年間守り抜くことが先決｡大

黒柱としての自覚に他ならない｡

熱投が大きな変化をもたらしている｡ 200 5年の8月に創設された｢1型糖尿病研

究基金｣｡ 3年間でようやく約200万円を集めたが､左腕の｢1勝につき1 0万円を

寄付したい｣という''一声′で募金額が急増した｡なかには1人で1 0 0万円を寄付する

人も現れるなど､ 1年足らずで､これまでの1. 5倍となる約500万円(岩田の70

万円の寄付金含む)が寄せられた｡また､昨年1 2月末に訪問した大阪市立滝川小も熱

い思いに同調し､募金を実施｡多大な`'岩田効果"が波及している｡

1型糖尿病の患者･家族の会の連携組織｢日本I DDrvlネットワーク｣井上龍夫理事

良(56)は｢ ( 1型糖尿病の)根治療法につながる研究資金などに役立てたい｣と感

謝した｡ ｢しっかりとローテーションを守りたい｣ ｡ 1人でも多くのrE)志の手助けにな

るために-｡背番号｢2 1｣が希望の光になる｡



おおさか報知

岩田､ ｢糖尿病研究基金｣倍増へ1 4勝目指す-阪神

障害物競争で､岩田は顔面を粉まみれにしながらコールを目指した

阪神.岩田稔投手(26)が｢岩田基金｣の倍増を公約に掲げた｡今季から1勝

ごとに1 0万円を､ 1型糖尿病の根治療法研究に助成する｢1型糖尿病研究基金｣

へ寄付する活動を始め､ 2 1日､甲子園球場で7勝分の70万円を贈呈｡来季に向

けて｢倍はしたい｣と､自己最多となる14勝を誓った｡

今季はWBC出場後､左肩痛で出遅れたが｢ (基金の存在が)モチベーションに

なりました｣と､後半戦だけで7勝(5敗)をマーク｡同様の活動を継続していく

ことも約束した｡目標到達には､一年を通してローテーションの軸として働くこと

が必要｡ ｢やるからには､柱として働けるように頭張らないと｣と､エース格の投

球を見せつけるつもりだ｡

患者や家族を支援する日本I DDMネットワークの井上前夫理事長は｢(基金は)

それまで5年で200万円<,らいでしたが､岩田選手の協力が決まってからこの一

年間で､おそらく300万円を超えていると思います｣と影響力に脱巾冒した｡トラ

のエース左腕が､患者や家族の希望の光になっている｡



産経ニュース

【プロ野球】阪神の岩田が1型糖尿病基金へ寄付
2009.ll.21 18:42

糖尿病を抱えながらプレーする阪神の岩田稔投手(26)が2 1日､ 1型糖尿病患

者を支援する｢日本I DDMネットワーク｣が設立した｢1型糖尿病研究基金｣に

7 0万円を寄付した｡

研究助成のために1勝につき､ 1 0万円の寄付を約束していた｡ 7勝を挙げた左腕

は｢僕が協力して糖尿病が治るのであればうれしいこと｡野球選手である限りは続け

たい｡ (来年は)ことしの店<)ういはできるように｣と話した｡

煮天ニュース

阪神･岩田､ 1型糖尿病基金へ寄付=プロ野球

[2009年11月21日16時14分]

阪神の峯坦塁投手(2 e･)が2 1日､ ｢1型糖尿病研究基金｣へ70万円を寄付したo

昨オフ1勝につき同基金に1 0万円を寄付することを決めた岩田は今季､プロ初完ますを

含む7勝｡ ｢僕が野球選手でいる限りは続けたい｡来季は今年の倍くらい寄付できれば｣

と話した｡

1型糖尿病は､主に生活習慣に原因がある｢2型糖尿病｣とは異なり生活習慣に無関

係で､岩田自身も高校時代に発症｡現在もインスリン注射を続けている｡同基金は1型

糖尿病の研究支援として活用される｡

時事ドットコム

阪神･岩田､ 1型糖尿病基金へ寄付=プロ野球

阪神の岩田稔投手(26)が2 1日､ ｢1型糖尿病研究基金｣へ70万円を寄付した.

昨オフ1勝につき同基金に1 0万円を寄付することを決めた岩田は今季､プロ初完封を

含む7勝｡ ｢僕が野球選手でいる限りは続けたい｡来季は今年の倍くらい寄付できれば｣

と話した｡

1型糖尿病は､主に生活習慣に原因がある｢2型糖尿病｣とは異なり生活習慣に無関

係で､岩田自身も高校時代に発症｡現在もインスリン注射を続けている｡同基金は1型

糖尿病の研究支援として活用される｡  (2009/1 1/21 -16:18)



YOMIUR1 ONLINE(読売新聞)

｢糖尿病研究に｣岩田､ 7 0万円寄付

(2009年11月22日　読売新聞)

糖尿病と闘いながら､プロのマウンドに立つ阪神の岩田が2 1日､ ｢ 1型糖尿病研

究基金｣へ､ 70万円を寄付した｡

同基金は､生活習慣とは関係なく､歴島からインスリンが出なくなる1型糖尿病の

研究に充ててもらうため､患者の家族らで作る｢日本I DDMネットワーク｣ (井上

音昌夫理事長)が2 0 0 5年に設立｡大阪桐膏高2年の時に発症した岩田は昨オフ､基

金の存在を知り､ 1勝につき､ 1 0万円を寄付することを決めた｡

スポニーツ報知

岩田来季1 4勝で基金倍増公約･･･阪神

(2009年11月22日06時00分　スポーツ報知)

阪神･岩田が｢岩EEl基金｣の倍増を2 1日､公約に掲げた｡今季から1勝ごと

に1 0万円を1型糖尿病の根治療法研究に助成する｢ 1型糖尿病研究基金｣へ寄

付する活動を始め､この日､甲子園球場で7勝分の70万円を贈呈｡来季に向け

て｢倍はしたい｣と､自己最多となる14勝を誓った｡


